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～rオーレリア』における『新生』と『神曲』～
　　　　　　　　　　　　　　（上）
藤　谷　道　夫
序
　強烈な想像カを所有している作家においては，必ず，想像カはその作家の価値観と密．
接にかかわりあっている。一別言すれば，究極的には，人間存在の意味と目地につい
ての作家の考えと密接に関連している，ということである。　～コリン個ウィルソン～
　ベァトリーチェとオーレリァという女性を対象にして培われた感情の宇宙
的規模にいたる拡大の意味を，ダンテやネルヴァル以上に理解させてくれる作
晶はほとんど存在しないように思われる。彼らの想像力は，ベアトリーチェや
オーレリアという特定の女性に秘められたいっさいの存在の意味を宇宙的な規
模で爆発的に開放させる。彼らは，その女性を言葉によって描写するのではな
く，想像力によって描写しようとする。換言すれば，網膜の力によって見るの
ではなく，想像力によって見るのである。彼らほど女性に秘められた意味を認
識した詩人はいない。この点において『神曲』とrオーレリア』は，同一の想
像力のもとに，全く異なった時代と場所で，異なった言語と形式を用いて創造
された同一の作晶と言い得るであろう。r神曲』はrオーレリア』を創造し，
rオーレリァ』はr神曲』を再創造する。すなわち，r神曲』はrオーレリァ』
のようにも表現され得るし，またrオーレリア』はr神曲』のようにも表現さ
れ得るであろう。両者とも同じ事柄を，おのおの固有の言語で言い表わそうと
したに過ぎず，ただそこに至る道が異なっているに過ぎない。この過程の相違
ぽ，詩人が解決すべき個人的なテーマによって生じたものであり，いつの時代
にも，その時代が含む社会的，文学的な課題が存在する。だがそれらの枠組
みを超えた課題が存在することもまた事実である。r神曲』にも『オーレリア』
にもそれぞれ異なったテーマやヴィジョンが存在するが，そのうち両者に共通
するものの方が，両者を分かつ力よりもずっと強力であるように思われる。こ
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の両作晶が相互に索引し合うカの中心にあるものを僅かながらでも探ってゆこ
うとするのがこの試論の意図である。まず具体的なイメージやモチーフの直接
的な比較から始めて，両者の共有する作晶世界の特質を探り，作晶論に触れよ
うと思う。
　　　　　　　　　　ペクトル　『神曲』は，三つの合力から成り立っている。すべての本源であり，動力因
　　　　プリモ・アモーレである＜始源の愛＞とキリストヘの信仰がまず第一のベクトルを与え，次いで，
その愛と信仰とをトマス神学がその巨大な体系で骨組みし，地はアリストテレ
ス哲学が，天はプトレマイオス宇宙が支え，百科全書的な諸々の知識がその骨
格に襖を打ち込むようにして連なり，第二のベクトルを与える。そしてこれを
生きたものとして肉付けする第3のベクトルが働く。それはダンテ自身の強烈
で細心な相像カであり里それを生かす様々な芸術的手法である。　この
ダンテの表現力，比輸形象力についてのアウェルバッハの見解は的確であり，
ダンテの言語的天才を次のように説明している。r彼以前の古人を問題にする
とき，ダンテの言葉はほとんど信じられないほどの奇蹟である。偉大な詩人が
何人も含まれる先人たちすべてに対して，彼の表現には比較にならぬほど多く
の豊かさ，現在性，迫力，そして柔軟さがある。彼は比類なく数多くの形式を
知り，活用しているし，さまざまに異なる現象と内容をやはり比類なく確実で
安定した手法で把握するので，彼はその言葉によって世界を新しく発見したの
だという確信が生ずるほどである。」l1ジ　こうした途方もない言語運用の斬
新さが，湧き上がる想像力に形式と秩序を与え，一つの力を構成する。この三
つの力が互いに引き合うところ，かつてない強力な緊張と磁場が生じ，そこに
巨大建造物の如く『神曲』が顕現する。『神曲』はまさに巨大建築の比愉に似
つかわしい。その建造物は，ピラミッドのように階梯を成しゴ個々の知識は唯
一の頂きを支え，小宇宙を形造る。ダンテにおいては，断片的な知識などは存
在しない。それは完全な円をかたちづくる点として円周の中に組み込まれ，有
機的連関のもとで個別性を脱ぎ捨て普遍性を獲得してゆく。あるいは，もっと
別な言い方をすれば，普遍的なものへ参与していくのである。
　「その光の深みに，全宇宙にふき散らされた木の葉が，愛によって一巻の書
物にまとめられているのを，私は見た。」（天堂篇第33歌85～87）　ダンテは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミク咀コス毛ス神をこのように表現したが，まさしく『神曲』という小宇雷は，この神という
マクロコス塘ス
大宇宙に照応すると言えるだろう。ダンテは，自己のもてる知識，技法，想像力
の一切を駆使して，神のしろしめす大宇宙，地獄から天界に至るすべての世界
を，ベアトリーチェヘと向けられた愛によって，一巻の書物に封じ込めようと
した。ここにダンテの苦心があるのであり，この意図によって編み上った小宇
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宙～r神曲』～は，大いなる神の大宇宙に照応する。
　こうした『神曲』に対し，『オーレリア』は現代のr神曲』と呼ぶこともで
きるだろう。神との仲介者になる一人の女性からともに出発し，その女性に導
かれ罪を浄めながら，世界という頂きに達し，その秘密を知ることによって自
己の救済を得るというテーマは，両者に共通のものだからである。
　その反対に，二詩人の違いも数多くあることも確かである。両者の間に横た
わる五百年以上もの時問的隔りは，文学の形態や内容の形式を変容させてしま
ったし，二人の属する時代と国家の違いと同様に，彼らの思想や哲学も同じも
のではない。かっての巨大な詩篇群は，今では散文の中篇小説に変わってしま
った。だが，数多くの見かけ上の変化よりも，二詩人の内面的なテーマにどれ
ほど多くの同一性が潜んでいることか。そして数々の外見上の差違にもまして，
この二詩人を結ぶ内面の変わらぬ同一テーマやヴィジョンの追求にこそ，我々
は心引かれるのである。r神曲』やr新生』の読後感が，奇妙にもrオーレリ
ア』の読後感と似たものであるのは，このことに由来するのではなかろうか。
この試論は，rオーレリア』をr新生』やr神曲』に連なる系譜の上で促えよ
うとするものであり，それはネルヴァル自身の言葉によっても裏打ちされる。
　rもしも私が自分の想い出の数々を一つの傑作の中に凝集するのに成功する
ということがありますものなら，それはrスキピオの夢』，タッソーの＜幻＞
ダンテのr神曲』となるでしょうに。」｛6〕’　（『火の娘たち』の「アレクサ
ンドル個デニ・マヘの序文」より）
　そして何よりも『オーレリア』の第！部第1章で，再びこれを取り上げてい
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メモラーピリア　rスウェーデンボリは，かかる幻影をMemorab川a（記憶すべき事柄）と
呼んでいた。彼はこれを睡眠よりも夢想で見る方が多かった。アプレイウスの
r黄金のロバ』，ダンテのr神曲』は，かかる人間霊魂の研究の詩的典型であ
る。私も彼らの範にならって，終始私の精神の神秘の裡に起こった長い病気中
の印象を，努めて筆に移してみよう。」ω
　『オーレリア』は，このように’，キケロ，アプレイウス，タッソー，スウェ
ーデンボリ・ダンテ，ここには挙げられていないが，フランチェスカココロン
ナなどの作晶から得た着想の融会体であるだろう。以上の作家囲作晶に共通す
ることは，すべて特異な幻想を有しているということであり，そのうちのいく
つかは神の啓示を含んでいるということである。なかでもとりわけダンテに注
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目するのは，そうした要素に加えて一人の女性の神秘がそのままのかたちでベ
アトリーチェとともにオーレリアにおいて集約されているからである。すなわ
ち神につながる仲介者としての宗教的霊性と処女アリアに象徴される女性の形
而上的神秘に形態を与え，それを理解可能なものにしてくれるのはベアトリー
チェでありオーレリアだからである。また女性の霊性による救いというテーマ
が両作晶の根幹となっており，この点においても『神曲』はrオーレリア』の
範となっている。次に挙げる一節は，何よりもそれを良く物語っているだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　「いかにして長い間正道から遠ざかっていた私が，一人の死んだ女の懐しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと思い出によってそこに連れ戻された感を懐いたか，そして，その女は常に存在
していると信ずる必要が，従来自分の魂の裡にしっかりと捉えていなかったさ
まざまの真理に対する明確な自覚を，いかにして私の精神の裡に復さしめたか
を，私は説明したい。」ω　　（rオーレリァ』第2部第4章）
　これと同じ表現は，『神曲』にもr新生』にも勿論ないのだが，この一節よ
り以上にr神曲』全体の動機を表わす言葉を私は知らない。それほどにこの一
節は，r神曲』の全き要約でありエッセンスである。ダンテ自身が著したr神
曲』の後書きかと思わせるほどにネルヴァルは，みごとに『神曲』の主旋律を
自已の音楽に同化させている。この一節は，rオーレリア』作晶全体の性格を
ネルヴァル自身が要約してみせている箇所なのであり，いかに両詩人の作晶世
界が全体において呼応し合っているかが分かるであろう。
　この試論の意図は，ダンテの作晶とネルヴァルのrオーレリア』が同じ血脈
を有するものであるということ，また，互いに相手の作晶を理解するのに相補
的な関係にあることを示し，いかにネルヴァルがダンテの範に倣って書いたか
を具体的に説明しようとするものである。その際，彼らの追求するヴィジョン
の意味が少しでも詳らかになれば幸いである。というのもネルヴァルとダンテ
との比華家研究は，管見によれば下記の二論文に限られるほど量的にも質的にも
極めて乏しく，今だ研究の緒についたばかりだからである。恐らく，実質的に
は，本論が初めての試みであるように思われる。
　M．L．Belleli；”伽伽加G〃α7ゴぬ肋㈹α／くRevuede　la
　1i　t　terature　comparee　～JuiH　et－Septembre～1960＞
　A．Sempoux；他〃α／〃1）o物くibid．～avril－juin～ユ96ユ〉
　なおこの試論は，昭和58年度慶魔義塾大学仏文学科の卒業論文の一部を転
写したものであるが，その際一部に加筆，訂正を施した。また，卒論において
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扱．ったが，本試論で省略したものは最終章でまとめてapP㎝diceとして附
すことにした。
1．『神曲』と『オーレリア』の相違
　その違いは，究極的にt｛絶対性”と｛一相対性”という言葉に要約されるだ
ろう。この二つの概念が，ダンテとネルヴァルを規定する。r神曲』の絶対
性とは，r神曲』がその構造自身の内に，すべての数学的な解答を内蔵して
いることを言う。r神曲』は神のしろしめす全世界の秘密を知ることによっ
て，絶えず上昇してゆく確信に満ちた物語りであり，その上昇は至上の愛に
して至高の知である絶対者キリストに合一する努力を意味する。ダンテにお
いては，その絶対性の概念と，それを具現するキリスト教的世界観がア画プ
リオリに受け入れられている。ダンテは破地で受けた幸運を述べるために」15〕
語り始めるのであり，いわば数学の証明のように明噺である。r神曲』『オ
ーレリア』の主人公の旅と妨程は，ともに絶対性への渇望の旅であり，妨程
であるのだが，その在り方は，互いに異っている。rオーレリァ』の主人公は害
絶対性を渇望しながらも，絶えず得た確信が失なわれ，相対性の渦に呑み込
まれ，救済が指の間からこぼれ落ちる砂のようにすり抜けてゆく。いわば『オー
レリア』は，得た確信と希望とが，懐疑と不安に揺り動かされる絶えざる上
昇と下降の，絶望と希望の大いなる振幅の物語りである。・ネルヴァルは，ル
クレチウスをs㏄ptiqueと呼んだが，これはまたネルヴァルの心に巣くう
ルクレチウスの呼び名でもあるだろう。
　ダンテとネルヴァルのこの差異について考える時，ダンテの時代と現代と
の相違を鋭く見抜いたフランシス画オコナーの洞察は示唆に富むものである。
rダンテは，自分の領域を地獄固浄罪画天国と極めて整然と分割した。これ
に対して異論はない。しかしダンテの時代には，こうすれば平衡のとれた絵
を提示できたのだが，現代でも同じ結果が得られると考える理由は何もない。
私たちが生きている時代は，事実と価値の両方を疑う時代であり，さまざま
な東の間の信念によって，あちらへ，こちらへと揺り動かされる時代である。」｛6〕
　またT．S．エリオットは，幻想に関して次のように述べている。「ダン
テは，まだ人間が幻想に見舞われる時代に生きていた。そしてこの幻想に見
舞われるというのは一つの心理的な習慣だったので，（我々は，もうそれを
忘れてしまったが）かつては内容もあり，興味もある訓練された一種の夢の
見方だったことを我々は考えずにいる。」川現代ではヨ幻想や神話とい
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ったかつては日常的であった無意識の闇の力が，光の世紀とともに消え去っ
てしまった。ここに第二の相違がある。つまりダンテとネルヴァルの神話と
幻想の間には時代の変化がある。ダンテはベアトリーチェの神話を抵抗なく
作り上げることができた時代に属していたのに対して，ネルヴァルは次のよ
うな所から始めなければならなかった。「r何という馬鹿なことだ』と，私
は心に言った。rもう自分を愛していない女をこうしてプラトニックな愛で
愛するなんて，これは俺の読書のせいだ。俺は詩人たちの作りごとを真に受
けて，今の世紀の普通の人間をラウラとかベアトリーチェなどに仕合げたの
だ。』」｛8〕　このようにネルヴァルは新たなオーレリア神話を創り上げる
必要があった。rオーレリア』はネルヴァル最後の神話体系であったとも言
い得るだろう。彼の今までの神話は，この作晶によって初めて独自の世界を
構成する生命と輝きをもつ。ネルヴァルは蝸オーレリー”を一一オーレリア”
とすることで永遠の神話の雛型を創造することに成功したと言えよう。これ
については後の“7、無名化の意味．”で論じる。また幻想に対する両者の
能度も異なっており，ダンテは『神曲』の世界を決っして幻想とは言わない
の対してネルヴァルは，『オーレリア』の出来事を幻想と呼び，さらにその
幻想～夢～をもう一つの現実～人生～とみなす。だが，ここで我々が注意を
換起しておく必要があるのは，確かにネルヴァルは，＜夢はもう一つの第二
の人生である。＞と書き，その生を＜幻想＞とか＜病気＞＜夢＞そして＜現
実生活の中への夢の犯濫＞などと呼んだが，彼はまた＜冥界＞とも呼んでい
る点である。この認識の差は，時代差による文学様式の相違に根ざすもので
あることに我々は気付かねばならない。エズラ曲パウンドの考察は，これに
解答を与えてくれる。「ダンテが真の地獄，煉獄，天国を，場所としてでは
なく，状態として考えていたことは疑いない。芸術や大衆的宗教のためには
そういう問題は客観的に扱うほうが都合いい。このこともまた，摘象的概念
や思想，目と感覚で捉えられた精霊たち，それに実際，客体，実在主性質
ともくされうるものならほとんど何でも，凝人化するのが詩的慣例である時
代においては，きわめて自然なことであった。従って，r神曲』を読みなが
ら亡霊たちの行為や状況に関するダンテの記述を，人間が死後も置かれ続け
ている彼らの生前の精神状態の記述と見なすことは当を得たことである。」｛g〕
ダンテの時代には＜幻想＞は，客体化され，物理的な実在に倒置されたので
あり，具体的なものに映し取られていた。しかも神の世界を描くという神聖
な行為は，厳然とした＜事実＞として描かねばならない。それゆえ葦ダンテはす
べてを幻想としてではなく実在として描き，ネルヴァルのように夢といった表
70
現をとらなかった。こうした理由により，見かけ上は異なる両詩人の描写も
実質的には，同じものを描いたものであることが知られる。すなわち時代の
詩的慣例の相違が外見上の表現の違いとなって表われたに過ぎないと言える
からである。このように見てくると，『神曲』のあの精綴な物理的記述，実
際の場所として存在感に満ちた描写もにわかにrオーレリア』の世界に近づ
いてくるのを我々は覚える。
さて，我々はここで興味深い事実に触れることになる。つまり，今まで相違
点としてきたものはすべてその過程にあるのであって，絶対性も神話も幻想
も，内実は両者ともどもその世界に有するものであり，ネルヴァルは，ダン
テよりも根底から始めている点だけが大きな相違となっているということで
ある。この試論を通じて今まで大きな相違に患えたものが次第にその境界線
を欠き，二重写しとなってゆくことが分かるであろう。そして質的な相違が
あらわれるところ，ネルヴァルの独創性の奔流に他ならないのである。
2．『オーレりア』と『新生』
　次にネルヴァルがどのようにダンテの作晶を範として仰いだか，また両者
に相通じる一貫したテーマは何か，そして両者の類似点とその質的な差違は
どのようなものであるか考察してみよう。
　まず第一にダンテとネルヴァルに共通するテーマの一つとして，ベアトリ
ーチェとオーレリアが両詩人の作晶の核になっている点が挙げられるが，更
にその両者とも現実の女性から次第に，抽象的で象徴的な存在へと変容して
ゆく。この明白な共通点から次の事柄が示摘される。『オーレリア』は，ダ
ンテがr新生』からr神曲』まで辿った過程を凝縮した形で辿っているとい
うことである。それを見るために，まず両者の作晶の配列順序と記述の仕方
から確かめてみよう。ダンテの場合，その変容過程は，r新生』→『饗宴』
→r神曲』の流れのうちに，はっきりと読み取ることができる。
　r新生』は，ダンテ27才から28才（1292～93）にかけての作晶であり，
現身のベァトリーチェが殆どの関心を占め，叙情性が色濃く，のちに神秘的色
彩を帯びる。現身の女性であるがゆえに，彼女との出合いとその死が直接的な
表現で切々と表わされている。形式の点では，詩が主体となって，散文がこ
れを補うという形の小説になっ亡いる。
　r饗宴』は，作者39才～42才（1304～9）にかけての作晶で，形式は一転
して散文が主体となって詩が付随的に散見されるといった哲学的散文に変
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わる。これは語る主題がより哲学的，思弁的なものとなったためである。ここ
では，女性への愛がいっそう患惟的に展開される。
　r神曲』は，明確な執筆年代は不明であるが，恐らく作者35才から53才の
間，もしくは晩年近くの1320年頃までであろう。　（1300～13工8，20）この
作晶はユ万4千233行からなる巨大な詩篇であり，ダンテの総集成である。こ
こに至っては，ベアトリーチェは地上的なすべての衣を脱ぎ去り，理想化，
神格化された存在ξなっている。彼女は，永遠なる知恵の部分であり，かつ
また，知恵それ自体を表わす。こうしてダンテの作晶は，いわばキルケゴー
ルの人生行路の諸段階を経る。『新生』は他のどれよりも審美性が強く，
『饗宴』では，哲学的，倫理的側面から提えられ，r神曲』において，ベア
トリーチェは宗教的，神学的性格へと蒸留されてゆく。こうした過程，つま
り女性の抽象化，地上性から天上性へと移行するr新生』からr神曲』への
全過程が『オーレリア』一作の中に凝縮されて見い出し得る。
　それを具体的記述でまず追ってゆくことにしたい。r新生』の第1章は，
次のように初まる。
い1私の記憶の本の中でそこから前の部分は殆ど読めないあたりにr新生
　ここに始まる。』と朱色で書いた表題がある。llOl
l1／Ce　fut　en　l1州ue　co㎜en／a　pourmoi　lette1伽η刎ooα．
　　（fragments　d’une　premiさre　version　d’AureHa．皿4王7）
　　Cette　o伽　舳o〃a　eu　pour　moi　deux　phases．
　　　（Aure1i　a．I．I．）
12〕このVita　nuOVaの後で，r新生』第二章でベアトリーチェが，rオー
　レリア』第一章でオーレリアが登場する。
　私の心の栄光の淑女が初めて私の眼の前に現われた。彼女はその名
前をなんと呼んでいいかわからない人たちによって，ベァトリーチェ
と名付けら机た。｛ω
12つ　La　reine　du　chant　etait　ceHe　σ〃θ加　〃o榊閉θ7α6
　　泌80γ榊αタ8λ〃伽θ．　（Premiさre　vers　ion，P．4ヱ7）
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UΩe　dame　que　j’avais　aimεe　long　temps　et　que
1吻θ〃θ肋∂川o刎〃〃ヅ6〃o，　（I．1．P．359）
13〕r新生』の第三章は，ベァトリーチェとの再会であり，rオーレリァ』
　第二章が対応する。
　この素晴しい淑女は…二人の高貴な婦人の問にはさまれて…私の前に現
われた。…彼女はえもいわ机ぬ優美な物腰で私にたいそう上晶に会釈した
ので，私はその時，．恩寵のあらゆる極致を見たような気がした。！12〕
帥　　je工a　rencontrai　dans　me　autre　vil1e…　．　　　Comment
　　interprるter　cet　te　d6marche　et　Ie　regard　profond　etけiste
　　dont　elle　accompagna80〃8α〃？　ノ’’ツ　oヅμ3　00〃　／θカα〃㎝
　　ゴりα∬多；／り・・〃舳“θり肋6d・m・it・。。・i岬1。。
　　paroIes　qu’e1le　m’adressa　舳θ　〃α／θ〃初θ功カ榊o〃θ，oo榊刎θ
　　・づ榊伽θ、・ん・・θ幽／α舳g1・・δθ閉ε舳鮒伽・θ㈹
　　ゴ・舳舳・〃伽卿一1どμ・伽θ，θ〕・〕妙伽α〃1θ
　　oα伽オθ〃幽1セ肋〃〃θ。　（I．2．）
　ここにおいて，女性との再会の場面の記述が似かよっているのがわかる
が，とりわけその会釈に込められた意味は特別の趣きがある。ダンテは
＜会釈＞に独自の意味を込めて用いている。
（i〕私の愛の目的は，彼女の会釈なのでした。…彼女の会釈の中には，私
　のすべての願望，目的である幸いが宿っていたのです。l13〕
　同じくネルヴァルも＜会釈＞に特別な意味をもたせていることは上記の
例から明らかであろう。会釈Sa1ut，Salute（Sa1ut0）は共に“救い”
をも意味するが，ダンテにとってBeatriceは，祝福された（beatus）
聖女であり，それゆえ神によって与えられる霊性の救い（SalVaZiOne）と
至福（beatitudine）をもたらすことができる。それはネルヴァルにおい
てもまた同じである。
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lii〕『新生』と同様rオーレリア』でもオーレリアが女性に付き添われて
　いる点も符合している。
（4〕ベアトリーチェ画オーレリアとの再会の後，両詩人とも不吉な死の予兆
　の幻影を見，それが現実となるという同一のモチーフ。
そして彼女のことを思っているうちに，さわやかな眠りが私を襲い，
その中に，一つの驚くべき幻影が現われた。……その後しばらくたつ
と，その幻影の喜びはいとも激しい働巽に変わってしまった。かくて
泣きながらその若い淑女を両腕で抱きしめながら，彼女と一緒に空の
方へ昇って行ってしまった。｛山
愛神が泣きながらベアトリーチェを抱きかかえて空へ昇るのは，彼女の死
を予告したものであるが，（rオーレリァ』においては第1部第2章にあ
たり）このベアトリーチヱの死の予兆の幻影はr新生』第23章で現実とな
る・（一こ棚ま，rオーレリァ』第王部第7章に相当する。）
それから数日たった時，私のからだのある部分がひとつの薔しい病気
に賓さ机，九1ヨ間というものは，絶えずひどい痛みに悩まされた。…
また考えを戻して自分の力ない生命のことを思い，たとえ再び健康を
取り戻したとて，生き永らえる生命のはかなさを思いながら，心の内
’で私の大きな不幸を嘆き始めた。そして深い溜息をつきながら，心に
言った。「いつかは，あのいとも高貴なベアトリーナェもこの世を去
らねばならないのだ」と。すると忽ち私は激しい混迷状態に陥入って，
　・まるで狂人のように取り乱し，次のような幻影を心に描き始めた。
　一髪をふリ乱した女の顔がいくつも現われて「汝もまた死ぬだろう」
と言った。そして，これらの女たちの後から，寄怪な恐しい顔がいく
つか現われて「汝はもう死んでいるのだ」と言った。u5〕
ダンテの＜髪をふり乱した女＞は『オーレリア』では＜蒼白な顔色の眼の
窪んだ一人の女＞に変わり，＜ベァトリーチェの死＞と＜汝の死＞は，
＜彼女の死か俺の死か＞となる。
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14〕カ〃3∂ω伽才舳0タ舳θ力榊榊ωチθ〃〃参榊α脇ツθ鮒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ
　　oωθ3茗qui　me　sembla｛t　avo｛r　les紅aits　d’Aurelia．Je　me
　　dis：πCj98チ8α㎜08才　o〃／α榊タθ〃吻　qui　m’est　annoncεe婁’’
　　M1a1・j・ne・ai・p・u・qu・ij’eH・staiいademiさre
　　・叩P・・iti㎝，（1，2）
Ce　reve　si　heureux　a　son　d6but　刎θプθ玄α∂α物8〃〃θg7α〃ゴθ
力〃μθ切才θ由　Que　signifiai士一il？　　Je　ne　le　sus　que　p互砥s
tard．Aur6互ia6tai　t　morte．
　Jen’eus　d’abord叩elanou・el1edesa㎜a1adie．
Pa　r　su　i　te　de　l’e　t自t　de㎜on　espri　t，j　e　ne　ressentis　qu’un
vague　chagrin　me1e　d’espo虹．　∫θ　6グo〃れ　刎oター榊ε榊θ
舳・〃岬榊dパ仰・δ秒1舳，θけ占肋〕6。。舳兆
α∬鮒θゴθ／’θκ差8玄θ舳ゴエ閉舳肋0易／θ30鰍ダ3α伽α伽
・…　tmu・・耐、（1．7．P．374）
1｛）ダンテにおいてもネルヴアルにおいても共に女性が現われて死を告げ
　る。
㈹　両詩人とも，精神状態に変調をきたしている。
陣）死の予兆，現実の死の後，両詩人とも死を愛惜し，死によって愛する
　人との再会を待ち望む。　l16）
15）ベアトリーチェ，オーレリアの死の予兆とともに両詩人の生活に夢が氾
　濫する。『新生』第4章以降，第23章のベアトリーチェの死をもって頂点
　をむかえる。
｝この幻影以来，私の自然の霊は，その作用が妨げられるようになった。”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘玉η
llつ1ci　a　co㎜ence岬mo1㏄que　j’ap剛erai
　　l’るpanche㎜ent　du　song　e　dans　1a　v三e　rεe三e．　　　（I．3）
16〕この現実生活への夢の氾濫は，両詩人にVita㎜0Vaの二つの側面を与
　えることになり，そのめくるめく幻視の世界が両作晶の主要な内容となっ
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ている。
（7〕ベアトリーチェ以外の女性への追慕とオーレリア以外の女性への恋，そ
　してその悔悟によって新しい生活に入いるという共通のエピソードが大き
　な転回点を与えている。詳しくは，一一5．〃o〃ωoα”’で論じる。
3．　『オーレリア』と『神曲』～地獄篇と浄罪篇～
『オーレリア』が『新生』と正しく整合するのは，ここまでであり，rオー
レリア』第4章になるとネルヴァル独自の一一地獄下り”が始まる。ネルヴァ
ルは，ここでモチーフをr新生』からr神曲』へと切り換えていると言える
だろう。M．L．Be11eliは乙’伽肋ぬ肋〃α1のダンテの項で，ネルヴ
ァルはr新生』とr神曲』を混同してしまっていると述べているが，むしろ
そうではなく『新生』からr神曲』へと移行させているのであり，巧みに両
者を使用し，混在させ自らの作晶世界を創造していると考えるべきである。
　『オーレリア』第4章以降は，一見してr神曲』の整然とした分割に従っ
ていない。
　ここにネルヴァルの独自の地獄と浄罪に対する考え方が示されている。
『神曲』においてはあくまでも結論として，結果として地獄が描かれており，
浄罪の住人と地獄の住人が分割されているが，rオーレリア』においてはそ
れらが並置されている。つまり二重写しの世界であり，一つの行為は二重の
層をなし，二重の意味を有している。自己の救済を求めてさすらう『オーレ
リア』の主人公は，作晶を通して長い妨程を経ていく。だが確信したものは
絶えず虚偽となり，目は誤った妄想にからみとられ，真理を渇望しながらも，そ
の努力の末に何ものも捉えることができない。これこそがネルヴァルの表わす精神
の地獄であり，ダンテの地獄に対するネルヴァル独自の解釈である。こうしてネ
ルヴァルは，ダンテの地獄と浄罪の峻別を消し去り，古典的な地獄観
を新に拡張してゆく。また，＜地獄下り＞とは，単にもう一つの世界への参
入というだけでなく，希望のない境遇に我が身をさらすという状況であり，
タンタロスの渇いた喉を意味するものである。これをネルヴァルは，ダンテ
のように他の人間と分かつのではなく，一人の人間のうちに地獄と浄罪の世
界を見い出す。それゆえ，一つの意味の層は，長い精神の地獄，タンタロスの
ように目の前にあるものが永遠に手に入らない，もしくは手に入れたと思っ
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たものが偽りのものであるという悲劇的状況を意味すると同時に，それがひ
とつの浄罪のための試練，練獄を表わすもう一つの意味の層を形成する。こ
こで一つの行為は二重の意味を帯び，rオーレリア』全体が地獄の悲劇的な
舞台から蹟罪の舞台へと変容する。『オーレリア』は，r神曲』のように垂
直に上昇してゆく運動ではなく，希望（天国）と絶望（地獄）の両極を水平に
揺れ動く倣皇である。ここにネルヴァルの絶望と希望に対する独創的な見解
がある。それはダンテのように整然と分割されてあるのではなく，一人の人
問のうちに内在する同一の出来事であり，まやかしの希望に絶えず裏切られ
る絶望こそ真の絶望である。さらに，またすべての利已的な希望とは絶望に
他ならず，自身の期待と希望を粉々に打ち砕くことによづてこそ初めて人は
真の期待と希望によって救われるのだ。自己のすべての権利を放棄する時，
長い水平の術僅は螺旋となり天へ上昇してゆく垂直の運動に変わる。
　　「俺の救いなぞもうどうでよいことだ」と彼が叫ぷ時から，この果てしれ
ぬ階段の昇降も，マリアの死によって襲う精神の錯乱も彼を純化させる手だ
てとなる。彼が無一文の状態になり，岩に対するシーシュポスのように自己
を無限の運動の前にとるに取らぬものとして見い出す時，彼は一つの純化さ
れた存在そのものとなる。次の言葉は，その純化の意味をあますところなく
伝えてくれるだろう。
　「人間が回転籠の中でぐるく・る廻るリスの如きものとして自己を認める時
こそ，彼は，おのれを偽っていないかぎり，救いに近づいて㌧るのだ。」い8）
　このシモーヌ固ヴェイユの言葉は，不思議なほどに，rオーレリア』にお
ける術僅の意味を最も深い本質において開示してくれる。主人公が第二部の
終わりで吐露する心情と，それに次いで主人公に語りかける女神の言葉に注
目して考えるならば，このヴェイユの言葉はさらによく理解されるだろう。
J’εta　is　dans　une　tour，si　profonde　du　cotε　de　1a　terre　e　t　si
haute　du　C6t6du　Ciel　que　tO1ユte　mOn　eXiStenCe　Semb1まit
devoir　se　consumer会montrer　etまdescendre．（p．408）
　　’　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’＜L’epreuve　a1aque互1e　tu　eta　is　soumis　est　venue　δson
terme；　ces？scal　iers　sans　mmbre・que　tu　te　fatiguaisき
descendre　ou　a　gravir，etai　ent　les1iens　mεmes　des
anciennes川usions　qui　embarrassaient　ta　pens6e，et
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maintenant　rapPelle－toi1e　jour　ou克u　as　implore　｝a　Vierge
Sa｛nte　et　O心，1a　CrOyant　mOrte
espτit．＞・　（P．408）
　　戸　　　　　　，　　　　　　　　　’1edelireseste㎜parede竜oη
　主人公が最後に，自己のすべての行為を数知れぬ階段を持つ回軽かごの中
でぐるぐる廻るリスの如きものと認める時こそ，彼はまさに救いに近づいて
いるのである。ここに至って，｛一地獄下り㌘の行為は浄罪へと変わる。すなわ
ち彼の受けた苦しみは，罪を浄め，天界への参入を可能にするイニシアシオ
ンに他ならなかったのである。さらにまた，ネルヴァルが『オーレリア』の
後半部にr神曲』の浄罪界に相当するようなものを考えていたことは，他の
理由によっても窺うことができる。
冊La1une計ait　pour　moi1e　re～ge　des　ames　frateme1豆es
qui，dる11・・6・・d・1・・・・…p・m・・t・1・，け…ill・i・耐｛・
1ibrementδla　r6gるnるration　deザmivers．（亙．6．皿逸03）
かなりよくダンテの＜浄罪の山＞が地球の本影及び月の世界と同一視される
と，J．R1cherは注釈しているが，い9）月がネルヴァルにとって，浄罪を
願う心の反映であったかも知れない。また『神曲』の浄罪界に住む魂たちは，
お互い相手を呼ぷ時，＜兄弟（frate1lo）＞と呼び合うのが慣らわしであ
った。「兄弟よ，世界は盲目だが……」〔州という風に。ネルヴァルは第2
部第6章からは意識的にこれを用いているのが，次の例から明らかであろう。
La1une6tait　pour　moi　des蓑mes　ガ励〃惚肋3。＿（亙．6〉
　・ceta・tre6taiいeref㎎ed・t・耐e・1・・細e・脇鮒de1a
mienne，一・（亙．6）
un　esprit　se　prるsente　et　me　ditゴ｛Viens，力参榊ゼ（亙，6）
EHe　m’a　dit：岨Courage，ノ毒榊　ゼ　（M6morab1es）
je砧nissais1宅meク励〃脇〃θ＿　（臥413）
｝ド・・me　recoηnut・me　t耐oya耐et　m’apPe玉a耐プ〆あθ一（P．姐3）
皿…・・右…i・一t・εt・・？一肋〃柳肋θ，…”（弘413）
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r神鹿』で浄罪に住む魂たちが，お互いに“兄弟”と呼び合うのは，共に同
じ一つの冒的一罪を浄めるという一のために同じ試煉に服する者である
からであり，我々は自分たちの外にある一つの共通の目標に向かう時，はじ
めて同胞たちと結ばれ，彼らの兄弟となることができる。ネルヴァルもこれ
を意識して，試煉を受ける同志に対する稗称としてそれをもちいているに
違いない。また　frき陀やfra童euoは宗教的な用語として＜同信者＞＜兄
弟＞の意味で用いられるし，この親称には彼のt｛SO1idaire”（連帯）とい
う独特な考えが潜んでいるように思われる。r愛するとは，互いに見つめ合
うことでなく，共に同じ方向を見つめることであり」’｛州あらゆるものとの
絆を見い出し，あらゆるものと兄弟姉妹になるということを彼は我々に教え
てくれる。ここにネルヴァルの孤独な（SO1itaire）夜の術僅が最も深い
所において連帯（Sal1daire）へと変わる内面の秘法がある。
　ネルヴァルの聰「るpreuVe瑚（試煉）という言葉が，目に見えぬ各々の絆
を見い出し，連帯し連動する宇宙の中に参与してゆくためのイニシアシオン
を意味する時，それは同時に浄罪という言葉と同じ響きを持つであろう。ネ
ルヴァルはrオーレリア』全体の試練を浄罪の場と考え，それによって自ら
が純化された時，赦免が下り，神と遷逓できると信じていたのではないだろ
うか。
＜一肋p岨gato1r8，j’a㏄o㎜phsm㎝expiati㎝．＞
　　　　　　　　　　　戸Te　Hes　son t　］es　i　dees　b三za　rres　que　donnen　t　　　　sor　t　es　de
　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　！ma1aむes；je　recomus　en　moト㎜e㎜e　que　je　n’avais　Pas　ete
lo1nd亘伽es1etra㎎epersuasion．（皿413）
ネルヴァル自身，そのことを告白しているように，上記の文からも窺えるだ
ろう。
　こうしてr古代人にとっての地獄下りの思想にたとえ」られる「オーレリ
ア」の世界は，主人公にとって蹟罪のための一連の試煉と化するわけだが，
ここに，われわれは最も深い宗教的な意味を見い出すことができるだろう。
藺地獄下り”に比せられるガオーレリア』全体が地獄の非劇的な舞台から願
罪の舞台へと変容していく時，’この転換はポ紳曲』の地獄そのものの意味に
も変容を迫らないではいない。なぜなら，rオーレリァ』に見るように，・地
獄”を単に罪の場であるとするだけでなく，罪を悔悟し，蹟罪するための試
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煉の，浄罪の場とするならば，地獄の本質は，主人公にとって救いの場に他
ならないからである。地獄にこそ真の救いがある。それゆえ，ダンテの地獄
を永遠に許されることない，永劫の可責の世界とのみ．単純に解するのは。
即物的な見方，表面的な解釈であるだろう。確かに，ダンテの地獄は，一切
の真理から遠く距てられ，神を見い出すことのできない世界であるが，この
地獄を通過してこそ初めてダンテは浄罪へ達するのであり，この地獄によっ
　　　　　　　　　　　　　　　きざはしてこそ救いの契期を得て，天への階悌を昇り得るのである。一一序”でエズラ
画パウンドの文章を引いたように，単に地獄を実在物として見るだけでなく精神状況
として捉え直すことをもう一度換起していただきたい。ダンテのr神曲』は，
一つに人間および人問世界を客観視し，それを映画の移りゆく場面に見なし
たようなものである。従って，ダンテの地獄は，人問全体を，自己の全姿を客
観的に映写し，その進行する全体像を浮かび出さそうとする企てであったと
言えるだろう。それゆえ，一面では，ダンテの地獄は一つの精神的メタファ
ーでもある。ベアトリーチェが地上楽園でダンテに向って言うように，ダン
テにも，もはや地獄を見る以外に救いのてだてはなかったのである。（詳し
くは，u5．Vita　Nuova”参照）地獄こそ，神を見失い，真理から遠く距
てられた当時のダンテの姿すべてを映し出すものに他ならず，地獄を見ること
は，自己の，ひいては人間の全姿を見ること，そして，地獄を通過する旅人となるこ
とは，地獄の状態を，すべての罪深き人間の状態を身をもって体験するとい
うことに他ならない。地獄の諸相は，ダンテの心の諸相であり鏡像であって，
ダンテ自身の当時の心象が地獄そのものを形造っていたのだと言えるだろう。
というのも，地獄に在る者たちは，同時に未来のダンテの姿であり，無時間
の枠の中では，地獄下りを始める前のダンテはまさに地獄の住人だからであ
る。　（このことは，浄罪篇の第28歌から第33歌の舞台となる地上楽園で長々
と説き明かされる。）ベアトリーチェは，神々の権能にすがって，この地獄
の囚人であるダンテに自己の姿～地獄～を見せることで彼に蹟罪の契期を与
え，浄罪へと導びかせようとした。こうしたことを見落として，地獄を悪者
の懲罰の場としてのみ理解し，地獄に在る者たちを永劫に救われぬとみなす
残酷で非人間的な思想と単純化することの誤りをrオーレリア』は，はっき
りと教えてくれる。ダンテの地獄は実在としてダンテとわれわれ読者にとって存
在するのであり，そこに描写された亡霊たちだけのものではない。ダンテが
地獄にいるからこそベアトリーチェは，地獄を～自己の姿～見せたのである。
そしてこのことは同時に，地獄に在っても救いは存在することを意味してい
る。こうして『オーレリア』は，r神曲』の意味をその深みから照らし出し、
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　　　　　　　　　　こだ婁同一の宗教的な真理を反響させる。人は，天界に入るためには地獄を通っ
てゆかねばならないことを，そして地獄は他の次元においては，（自身を偽
らずその姿を直視する限り）試煉の場，蹟罪の場を必要とし，地獄こそ神の
最も深い愛があるのだというgとを。もしそうでないならば，救いに何の意
味があるだろうか。
　r神曲』が生み出した『オーレリア』は，こうしてr神曲』そのものを再
創造させ，自己の作晶の円環の中にr神曲』を取り込んでゆく。
　　　　メモラ‘ブル
遥．＜記憶すべき事柄＞と＜天堂篇＞
　＜天堂篇＞はダンテの天界の記述であり，＜記憶すべき事柄＞はネルヴァ
ルの見た数々の夢の印象であるが，両者とも至福に満ちた世界画調和に輝く
宇宙という点で，両詩人の思い描くイメージに同質のものが読み取られる。
また，ネルヴァルがrオーレリァ』の一部国二部を地獄遍歴と浄罪の混清と
しているということは前章で述べた通りであるカ㌔この術僅によって得られた
至福の状態画神との遼遍を示す＜記憶すべき事柄＞は＜天堂篇＞と同じ役割
りを果たしていると考えられるだろう。しかも，　一一太陽ともろもろのす
べての星を動かす”無限の愛の物語を語る力机’らの天界においてほど神秘的エ
クスタシーの本質がみごとに描かれた作晶は他に余り類を見ないものと言え
るだろう。まず，その共有点を対照させてみることにしよう。
ω　r神曲』＜浄罪篇＞第30歌，においてベアトリーチェがダンテの前に現
　われ，彼の罪を責める。第31歌ではダンテは自らの過ちを繊悔し，その罪が
　浄められると，ベァトリーチェのヴェールが取り去られ，素顔が示される。
　l1’〕rオーレリァ』においては，第2部第5章で，女神が姿を現わし，次
　　の最終章で浄罪の終わりを主人公に告げ知らせる。
12）r神曲』では，浄罪の後ダンテは天界へ昇ることを許され，神と遷遁する。
　（〆）rオーレリア』では，第2部の後＜記憶すべき事柄＞が置かれ，神と
　　避遁し，赦免を受ける。
　このような構成上の共通点とともに全体的なイメージが天堂篇と二重写し
となっていると言えよう。
　キリストが万人にとって救世主であるように，ダンテにとってベァトリ’
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チェは，救済者を意味し，彼女の死は小さなキリスト・の死を意味したであろう。
マリアそしてキリストヘの懸け橋であるこの小さなキリストによってダンテ
はマリアの顔を，ついでキリストの姿を見る。これが㌘神曲』の主題である
ように，ネルヴァルも『オーレリア』においてこの主題を踏襲している。ま
た＜記憶すべき事柄＞における数々の共通点を具体的に例示してみよう。勝
利の救世主が駒を進めているというイメージは＜天堂篇＞第23歌と重なり合
う。
すると，ベアトリーチェが言った。rさあ，キリストの凱旋の軍勢が来
ました。これらの天球の回転から取り集めた戦利晶の数々とともに進ん
でゆきます。」（天堂篇，第23歌五9～21）122〕
　またネルヴァルの用いた＜変貌して光り輝くかつて愛した女性＞（Cene
que　j’avais　aimるe　transfigurらe　et　radieuse）　という表現は，ベア
トリーチェや天の至福（魂）たちを比輸して絶えず使われたものである。ベ
アトリーチェは天界を上昇してゆくにつれ，いっそう美しく，ひときわ明る
く光り輝く。（天界の魂たちはみな光を放って輝いている。）
ペアトサーチエ
夫人がひときわあでやかに見えた時，金星天に着いたことをはっきり会
得した。　（天堂篇里第8歌15～16）｛231
　　　　　　　蓬ざ1まし私は永遠の館の階段を，いよいよ高く登るにつれ，ますます美しく燃え
さかるのです。　（天堂篇，第21歌7～9）1州
私はクニッツァと呼ばれ，この星（注工）の光の誘惑に誘われて，ここ
で光を放っております。（天堂篇，第9歌　32へ33）125）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴイーナス〔’注王〕金星のこと，この一文で彼女の人生が知られる。金星の光に誘わ
　　　れたとは，愛に溺れ過ぎた一生を送ったことを指し，死後もその
　　　　　　　　　　　　　　　　　とりこ　　　星の光に打ち負かされ金星天の慮となって光り輝いている。この
　　　ようにダンテの比愉は同時に二つの側面を指し，死後の有り方は
　　　現世での生き方を映し出す。このような一節には純然たる詩的魔
　　　力がある。天界の魅惑あふれる美しさが簡潔にまたこよなく優美
　　　な文体で描かれている。
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　以上の例からも見てとれるように，天界は燦然と輝きわたる光と甘美な
音楽に溢れたイメージで統一されている。
　一『オーレリア』の主人公がキリストの赦免という文字を読み取った後の描
写と＜天堂篇＞の最後の描写を対応させてみよう。
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　ク　　〃Une　etoi玉e　a　br川e　tout　a　coびp　et　m’a　revele　ie　secret
du　monde　et　des㎜ondes．　（　P　4五〇。　M6㎜orab王es）
　円周の長さを測ろうとし，精魂かたぶけ刻苦し，しかもいかに思いめぐら
しても，おのれの必要とする原理の見い出せぬ幾何学者のように，その奇し
　　　　　　　　　　　　　　すがたき姿を見た私は，どうしてその像がその円に合致し，どうしてその像がそこ
にあるのか（注1）いくら考えても知ることはできなかった。私のもつ翼で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらめはそこまで登れなかったのだ，だがそのとき，一筋の光閃いて，私の心を烈
　　　　　　　せつ砿　　　　ねがい　　　　　　　　　　　　じよう童ん
しく打ち，その刹那，願望（注2）は成満した。（天堂篇，第33歌133～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14五）t」26〕
〔注1〕宇宙の最も奥深い秘密のことを指す，具体的に言えば，神（円）と
　　　　人（像）とがどのように合一するかということ。
〔注2〕直径の長さと円周の長さの正確な関係（円周率π）を知りたいとい
　　　　う願望。つまり，なぜキリストの中に神性と人性が合しているのか，
　　　　その関係を知りたいという願い。
　今まで判じ得なかった世界の神秘（秘密）を直観によって見究めた，両詩
人の描写には，宇宙の奥底に突如触れた驚樗と喜悦の瞬間が，封ぜられてい
る。このすぐ次に，ネルヴァルは新しい宇宙の相貌を，そのセレニテの世界
を里感動を込めて描いているカミそれはまた天堂篇を雛形としていると言える
だろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　’Du　sein　des　tさnさbres　muettes　d－e砿notes　ont　resome，／，㈱召
榊θ毘肋肋α肋，一θけ・伽伽脇1㈱榊ポい・榊ダ
。。。sitδt．（皿蛆1M6m…b1・・）
万物を動かす者の栄光は，宇宙を貫いて光り輝く，向には強く　他には
弱く輝きわたる。　（天堂篇，第1歌1～弓）1州
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　＜永遠の天球＞（1brbeるteme1）の＜回転＞（toumer）というイ
メージは，天堂篇の至る所で見られるセット固フレーズであり，そのうちの
いくつかを挙げてみよう。
天を治める愛よ……，あなたは願いを容れ，天球の回転を永遼のものと
したが，その回転はあなたが調律した調べで一・。（天堂篇，第1歌
74，76～8）1・・）
その光のなかで原初動が最大の速さで回転する天を，その光によって永
遠に静かなものとされました。　（天堂篇，第1歌12至～3）｛2g〕
聖なる天球の回転も力も，幸深い起動力があってこそ初めて動くのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天堂篇，第2歌，127，9）130〕
　＜直ちに永遠の天球は回転を始めた＞という表現は，＜天堂篇＞の最後の
一節と非常に似通ったヴィジョンで描かれている。ともに宇宙の調和が回復し，
あたかも宇宙がみずみずしく生まれ出たかのようなヴィジョン，永遠の回転
が静かに紡がれてゆく動と静が合一したヴィジョンにおいて，両詩人を分か
つものは何もない。
高きにいますものを受像するカは，ここに至って力尽きた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めく‘しかしすでに，私の願いと私の意志とは，さながらまろやかに回る輸の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めく’ように，太陽ともろもろの星々を動かす，かの愛によって廻らされてい
た。　（天堂篇，第33歌142～5）！｛31，
　天堂篇は，「万物を動かす者の栄光」によって始まり，「太陽やもろもろ
の星を動かすかの愛」という結びで終わっているが，宇宙意識との合一とい
う点において深くネルヴァルと結ばれていると言えるだろう。
　こうして見てきたように，『オーレリア』という作晶のなかに我々は，
r新生』からr神曲』へと流れるテーマやヴィジョンが凝縮され，独特の形
をとって表現されているのを認めることができよう。
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5．　珊重銘　滋腿⑬y騒
　前述したように，rオーレリァ』第1部第4章以降は，整然と順序がダン
テの作晶と一致するわけではないので，ここからはテーマに沿って比較考察し
てみよう。まず最初に．〃α　〃ω砂αのもつ意味が何であるかを論究するた
めに，両詩人の他の女性への恋という共通のエピソードから入ってゆきたい。
　「新生』第35章からダンテはベァトリーチェ以外の女性を愛するようにな
る。第39章まで，その女性を慕う気持ちと，そうした自分を恥じるダンテ
の心の葛藤が描かれるが，ついにベアトリーチェの面影がそれに打ち勝つ。
これは再びr神曲』でも取り上げられるモチーフである。rオーレリア』に
も，これと同じく，主人公がオーレリァの死後，’浮わついた恋を重
ね後悔を覚える箇所があるが，これらは単に浮気心とその反省といった現代
の通俗小説的な心象風景を表わしているのではない。これは『オーレリア』
の主人公にとってもr神曲』の作者にとっても決定的な意味を持つものとな
る重要な場面である。
　　　　　1　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　’Je　me　representai　amerement　la　vie　que　j　avais　meΩee　depuis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’sa mort，me　reprochant・non　deピavoi　r　oubI量ee，．ce　qui
n’♂ta　it　Poin亡arrivξ，mais　d’avoi　r，en　de　faci　les　amours，
fai　t　outrage．会sa　mさmoire．（I．9．弘380）
死後はいざしらず，汝らは世を去ったかの淑女を忘机てはならないのだ。
（r新生』第37章のソネットより）｛32〕
こうして，私は彼女のことを考え始め，過去の年代順に彼女についての
記憶を辿りつつ，私の心は幾日間か理性に逆らってその慮となるのを許
した者に対して抱いていた願望を悲しく嘆き始めて一・・｛33〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『新生』第39章より）
　この理性に逆らった行為が，はっきりと何であったか直接何も言い表わさ
れてはいないが，ダンテについて考える時，ネルヴァルと同様その具体的内
容は，さして問題ではない。
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私の淑女が新しい世へ去った後華私の人生がどうなったか理それを言う
ことは私の舌にはむずかしい。婦人たちよ，私が望んだとても私の今の
様を言う術を知らない。悩み多き命は私をかく乱したのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　（r新生』第3璋のソネットより）1洲
　いずれにせよ，一ダンテが自責しているのは，ベアトリーチェの死後におけ
る他の女性への恋慕とともに，その放縦な生活と彼の内面的な晴落であり，
後に両詩人ともそれを＜正道を踏みはずした＞と呼ぶことになるものである。
こうした生活を送ったことは『神曲』の中でも語られていおり｛351親友のグ
イド・カバルカンティが残したソネットの中にも窺い知ることができる。
それでもなお，’僕を語る君の言葉は，心こもり思いやり深く，それ故に
君の詩を宝のように尊く思ってきた。だが今は，君のあさましい生き方
ゆえに里とても僕は君の歌は素晴らしいとたたえる気にはなれないのだ。｛36〕
　すべての人がrおまえを見捨てよう』と言う1371ような放盗な生活を送
ったダンテは，後にr神曲』の浄罪篇で自らを断罪している。浄罪篇第30，
31歌は，このダンテの罪の告自と悔悟に＝終始する。ベアトリーチェが，その
罪を叱責すると，ダンテは泣き声で彼女に答える。
あなたのお顔〔ベアトリーチェの顔〕が隠れてしまうと現世のものが偽
りの快楽で誘い，私の歩行を曲げてしまったのです⑬　（．注至）｛38，
　　（注玉）正しい道からそらすという意
この言葉はrオーレリァ』にもr神曲』の冒頭と呼応し合う。
　　　　一　　　　　　　　’Je…，elo1gnel㎝gtempsdelavraiem耐e，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿。4、皿394）
我らの人生の旅路半ばにして，正しい道を踏みはずした私は，ある暗い
森の甲にいた。139）
r新生』において，ダンテがベアトリーチェを忘れるということは，他の
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女性へ恋の思いが，かりそめにしろ移ったことを意味するが，ベアトリーチ
ェが愛の化身的な存在となるr神曲』において，彼女を忘れるということは
r新生Jよりも，遥かに哲学的な問題を象徴的に意味することになる。それ
は，ダンテが真の愛を忘れ，真実の生活，すなわち神の道から遠くかけ離れ，
信仰を失ったことすら意味する。r神曲』においては，たんに別の女性ヘダ
ンテの目が移ったということで叱責され亡いるのではない。ここにr新生』
とr神曲』の質的な隔りがある。この作晶の経過の内に，ベアトリーチェは
現身の肉の個人から，普遍的で象徴的な女性へと変貌を遂げているのである。
同時に，これは『オーレリア』においても同じく読み取ることができるもの
だ。先に引用したように，第王部第8章で主人公は一一facHes　amo雌s”
＜浮わついた恋＞を自らに答めたが，第2部第3章になると，ダンテと同様
に，自らの遇ちを恋において捉えるのではなく，もっと普遍的な問題として
考えることになる。
　　i1y・t・・pd’・・gび・i1きp・6t・ηd・・qu・1’6t・td’・・p・it・亡
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　’j’eta　is　f含t　cause　seul　ement　par　un　souveni　r　d’amour．
Disonsp1耐otqu’去榊1o物加榊棚り物μ棚兆1θ3榊榊眺カ1鮒
餌α粥∫♂鰍θ伽力〃θ閉θ砿”83ψあo亡1e　mal　avai　ttdomphε
bi㎝・㎝・・耐・・td㎝tj・・・・…m・i…i・1・・f・・t・・q。・。。
sentant1es　c0岬s　du　ma1heu「．（皿．3．p．392）
　このように，かっての精神状態を無意識にも恋の思い出をもって取り繕っ
ていたいう告白に変わり，次の第4章に至っては，＜長い間正道から遠ざか
っていた＞という宗教的，倫理的な悔悟の念となる。
　恋愛の対象としてのr新生』のベアトリーチェが，r神曲』で神の仲介者
としての存在に変わる時，ダンテの罪も，移ろう恋心から神の道からはずれ
たと≡いう罪の意識に変容する。1州一人の女性の存在による罪の意識の普遍
化は，『オーレリア』と同質のものである。そして，共にこの一人の女性が，
己れの罪を悟らせ，救いをもたらしてくれることになる。
　第2部において，オーレリアに＜キリスト教徒の女＞というイメージが強
く付加されてゆく。その第2章め＜彼女は私を救おうと最後の努力をしてく
れた＞（elle　a　fait　un　demier　effort　pour㎜e　sauver；p掴39工）
という言葉は，オーレリアがキリスト教徒としてネルヴァルを救う権能をも
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っていたことを示している。　（ダンテはベアトリーチェを＜神の美を写すが
ゆえに人々を神に導く懸橋である＞｛川と考えるが，ネルヴァルにおいてもダ
ンテと同様，愛する女性は，霊性の救いを示し，神への仲介者の役割りを果
たす。）この＜彼女が私を救おうと最後め努力をしてくれた＞という言葉は，
まさしくダンテ自身の言葉そのものである。　r浄罪篇」第30歌において，諸
諸の今までの秘密をダンテに打ちあけるベアトリーチェの言葉は，それを何
よりもよく示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　たぐい　　　　　　　　　　　　　　　　画　圃　画　画　画11〕この者は〔ダンテ〕，年若き頃，比類稀な素質にめぐまれ，その正しい
　画　圃　画　圃　圃　㊥　曲　画　画　㊥　　　ひとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかL
　志向のどれ一つとして，他眼を驚かす程のみごとな証とならぬことはある
　まい，と期待されておりました。しかし，土（注；）の力違しければ邊し
　　　　　　たね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこぐさ　ほど，蒔く種ηるく，耕しもせぬにおいては，土地は醜草はびこらせ，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもて　よいよ荒れすさぷもの。しばしのあい東注2）わたしはわが面によってこ
　の者を支えたのです。私のうら若い眼差しでこの者を魅きつけ，導いては
　正しい目標へと向かわせました。（第30歌ユユ5～23）
（注1）土地とはダンテの資質に対する比愉。
（注2）ベアトリーチェの生きていた期間。
　　　　　　　　　　　　　よわい（2〕しかしながら私が第二の齢の入口（注1）で，生命を変えるにおよんで，
　この者はたちまち私から身を引き　他の人々のもとへ身をゆだね．ました。
　肉から霊へと私が登り了え，美と徳が私にさらに増すにつれて，この者は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まこと　日に添えて私をいよいよ，うとまし，いとわしとの思いつのり，ついに真を失
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたち　くした道に足踏み入机，むなしき幸福の象を遣い求め菩した。それが全くの
　から‘てが杷
　空手形とは，おろかにもつゆ疑わず。　（第30歌124～132）
（注1）25才の意。ダンテはr饗宴』4の24の1で人生を4つに区分した，
　　　24才までを第一発育期，25才から45才までの壮年期というように。
　　　それゆえベアトリーチェが25才で他界したことを示す。
　ベァトリーチェの口を借りて示されるこのダンテの心情と生活は，ネルヴ
ァルのそれと全く同質のものであろう。
　ここで，少しずつo伽舳ooαの秘密が明かされてくる。ベアトリーチ
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エは，ダンテを真実の道へ，神の道へと誘う先導者，仲介者だったのであり，
その死さえも神の世界の存在をダンテに確固とした信念として植つけさせる
ものであった。しかしダンテは，幻の幸福と安逸な生活に浸り，東の間の快
楽に身を任せた。それゆえ，天上のベアトリーチェは，死してなお苦悶し，助
力の手を天界から差し伸べる。これが次の詩句の始まりである。
　　　　　　　　　　イフ；ピラウオ’ネ　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画　　　　　　　　　　　　囲
（3〕わたしは一再ならず神助（’注〕）を祈ぎもとめ壇（注2）夢に，またさ
　婁ざまな異象（注3）に，それを示してこの者を喚びかえそうと努めたの
　　　　　　　けん　ですが，その験はついぞありませんでした。無感心にもこ机に気が付かな
　かったからです。｛42〕（第30歌133～5）
（注ユ）ダンテのために神の霊感（黙示力）を得るということ。またダ
　　　ンテのこの詩行は，rオーレリア』第2部第2章と呼応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　’Du haut du ciel e11e pouvait　prier　pour　moi　ete
　1ゾEpoux　divin…　　（P．39ユ）
（注2）例えば，『新生』39のユに語られているようなもの。ダンテが
　　　異象を見てその中にベアトリーチェが現われたことを意味する。
（注3）『新生』41のソネット25に現われる異象はその一例。その他ベ
　　　アトリーチェによれば，ダンテの睡眠中に彼の下へ送り込んだ
　　　彼女自身以外の様々なものが在る。
この（3〕は， rオーレリア』第2部第3章と呼応し合う。
《τ0〃玄0θ10多肋伽玄ク0〃チ切8確鮒／θ3θ舳㍑θ10砂加，〃肋
．〃伽柳・㎝加・．…，θま肋ω舳〔肋加才6…》（臥392）・
　無関心にも人生の秘密に気付かず，真実のそばを通り過ごし，その意味を
理解し得なかったところに二詩人の罪の根源がある。我々の人生に潜む重大
なもの，長い年月を通して初めて浮かび上がり，その形象と内容を我々に告
げ知らせてくれるささいな出来事の重要さをこの詩人たちは教える。
89
rオーレリア』は里無自覚に過ごした半生を痛恨の患いで反省しながら
辿り直す歩みにも似ている。第2部の病室で，独りヨ遇ぎた日々に自分が使用
していた数々の物晶をひとつひとつ跳め直す場面には，一世界の実相にゃっと気
が付いた時はもはや手遅れかも知れぬという哀しみと，不注意に対する胸を
つく悔恨が痛々しいほどに込められている。この一見とるにたらぬように見
えるものを軽視し，見過すことが，我々の眼差しを真実からそらし我々の視
力を撹乱させる。『新生』以来、ダンテの歩みは，まさにベアトリーチェの
これらの叱責に約言されている。この不注意が彼女によって発っせられるま
で彼自身気が付かなかったのだから。r神臨』もrオーレリア』も一人の女
性によってこれに気付く最後の物語である。
　ここにおいて　砂伽脇o棚の真の意味が初めて明らかになってくる。
『新生』第40章に見るごとく，夢幻の中でベアトリーチェが現われたのは，
一重にこのことを意味していたからである。砂伽脇o脇　は初め，ベアトリ
ーチェとの出会いを示していたが，それは実は，彼女の死によってダンテの
新たな生囲真実の生活への参入に変わっていた。現実生活への＜夢の犯濫＞
は，このことに気付かせるための隠された啓示であったのだ。それゆえ里『新
生』という小宇宙の中でのベアトリーチェの死は，大宇宙におけるキリスト
の死と一致する。1州だがダンテは，長い聞それに気が付かず，その意味を
解せなかった。ここにダンテの罪の発露とその重さがある。このためベアト
リーチェは再び彼岸の世界から最後の救いの手だてを講じる。
1忽）この者はたいそう深いところへ堕ち，今となってはあの滅亡の人海を彼
　に見せる（注至）こと以外には救済の手段はみな尽窪果ててしまった⑪そ
　こで私は死者の門（注2）を訪れて，彼をここまで案内してきたかの人
　（注3）に、泣きながら私の切なる願いを申し述べたのです。（注填）｛州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第30歌136～五如）
（注至）滅亡の民とは地獄の希望を失くした人々のことで，地獄遍歴をさ
　　　せるということ。
（注2）地獄の門　　　　（注3）ウェルギリウス
（注峻）「地獄篇」第2歌52行以下に示されている。
ベアトリーチヱが世を去って後，たびかさなる警告の夢をも無視し，虚像
9◎
を追い求め，遇ち改めぬダンテを救うために，ベァトリーチェは＜死者の
門を訪れて＞ウェルギリウスを彼の旅の伴侶に選んだのである。悔俊が彼に
絶対に必要なことを次の行でベァトリーチェは厳しぐ申し渡す。1州
　ネルヴァルは，オーレリァを＜生きては悲しませ王死しては苦しめた女性＞
（ce亘至e　蟹腿e　je　竜◎砥r獅e独寛浸孟s　da双s　sa㎜ort　apres　l’avo｛r　aff王igee
曲鯛saいe．）と言ったが，ここにまた両詩人の共通の心情を，ともに心に
抱く痛恨の愚いを汲みとることができるだろう。地上楽園でのベアトリーチ
ェの厳しい叱責は神のそれであり，ダンテは人生最大の危機に立たせられる。
また『オーレリア3は，この危機感との対時の書とも読めるだろう。
　ここで駈新生』以来宣r神麓』のもつ意味の一つが提示される。r神曲』
は，まさしくベアトリーチヱがその啓示に気付かず迷いの中にあるダンテを
救おうとした最後の努力によってなった作晶であり，キリストの死が人間を
新しい生に目覚めさせ，新しい世紀を生み出すものであったように，『o伽
鰍欄ぷは彼女の死によってダンテが新しい真の生活を見いだすための啓
示の書であった。
　ここでもう一度　秒鋤鰯鋤鰯のもつ意味をrオーレリア』において整理
してみよう⑪
　ネルヴァルはポオーレリア3の中で，特にイタリア語で加肋κ鮒oと
記しているように，ダンテのポ赫α　鰯6秒α　（新生）』を意識して用いてい
る。このイタリア語の孤孤概aは，ダンテにおいても＜新しい＞という意味
とともに，＜奇妙な＞という意味1捌にも用いられる単語である。＜V1ta
孤狐概aは自分にとって2つの相をとった＞（Cet‡e砂づ地㈱o㈹a　eu
脾雌鯛亘曲概凶鎚es。聾．3弱。亙。玉）と，ネルヴァルが言う時里
一つは＜奇妙な生活＞という意味を示しているように思われる。すなわちオ
ーレリアという名で呼ぷ女鮭によって引き起こされた現実生活への夢の氾濫
を第一の穂とする。抄鋤鰯鰯脇は，一つに幻想生活囲幻夢の世界を意味し，
この中に黙示が隠されている。この長く混乱した夢と現実のはざまで，ベア
トリーチェの苑と同様オーレリアの死が新しいもう一つの世界の認識と参入
を可能にする。小宇宙と大宇宙で，ベアトリーチェとキリストが響き合うよ
うに，オーレリアと神がこだまし合う。キリストとの出会いとその死が人類
に対して新しい世界と新しい生を函したように，オーレリアとの出会いと彼女
の死はネルヴァルに新たな生と真の世界をもたらす。キリストが人類にとっ
て神との紳介者であったようにオーレリアは神への仲介者となるのである。
希望と絶望の爾極を激しく紡後した果てに，亡きオーレリアによって主人公
9盈
に，世界の実相，もう一つの世界，更生された生がもたらされる。　〃肋
舳o〃は魂そのものを，魂全体を変形させる働きをもつものと言える。その
＜新しい生＞と＜魂の変化＞は次の言葉．によってもっともよく表現される。
わたくしたちは，非現実の中にあり，夢の中にある。自分が中心の位置
にあるという想像を放棄すること，知性ばかりでなく魂の想像する部分
においてもそれを放棄することは，現実に目ざめ，永遠なものに目ざめ
ることであり，真の光を見ること，真の沈黙を聞くことである。そのと
き感覚的な印象と心理的な印象の直接の受け方において，感受性の根抵
そのものに変化が生ずる。それは夕暮の道で人がうずくまっているよう
に見えたのに，突然それが木であることがわかるときに似た変化である。
あるいはささやき声が聞こえたと思ったのが，木の葉の鳴る音とわかる
ときに似ている。同じ色を見て，同じ音を聞くのだが，同じ見方，聞き
方ではない。｛州
　この認識によって，rオーレリア』は一挙にその作晶世界を回復し調和を
取り戻す。万物と目に見えぬ電磁力のような透明な糸で結びつけられ星振の
合唱と共に悦びと苦しみを分ち合っていることを知るネルヴァルが宇宙にお
いて一個の原子に至るまで何ものも墳未でなく，何ものも無力でないという
ライプニッッ的直観に到達する時，彼にとって世界は幾層倍にも豊かな意味
と美しさをもって輝きわたり，かっての世界が全く新しい装いのもとに顕現
　　　　　　　　　　　　　　　　　メモラープルする。それはネルヴァルの天堂篇＜記憶すべき事柄＞に表わされた一時間
と空間の諸条件から解放され，万物と呼応し合う一世界であり，夢と現実を
超克し抱摂する新しいもう一つの生と世界こそが，秒肋η鮒α　の第2の
相となる。そしてこの意味はr新生』とr神曲』によってこそいっそう明瞭
に浮き彫りにされるであろう。これがこの章の論点である。
　r新生』とr神曲』といった＜二つの相＞がrオーレリア』という一篇の
小説の中に凝縮されてひそんでいるということ，ここにこの試論が与える新
しい視座がある。また逆に『オーレリア』は，我々にダンテを次のように捉
え直す見方を示唆してくれる。r神曲』の歩みだけをとれば，それは上昇の
物語りに解せられるが，r新生』からr神曲』という移行の視点でダンテを
捉えるならば，詩人が確かな信念を見失い，迷いの深所へと陥入っていたこ
とが知られる。r神曲』とは，揺るぎない確信への最後の賭けであったのだ。
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その地獄下りと浄罪山の登撃は自己のもてるすべてを賭した最後の自己救済
の試みであった。それゆえ，ダンテの地獄遍歴は浄罪のために必要欠くべか
らざる予備段階であったこと，そして浄罪山の地上楽園に至る道のりは聖な
る天界に入いるための入門の試練であったことが明らかになる。ここに至っ
て『神曲』の＜地獄篇＞と＜浄罪篇＞は一体化し，その道程は浄罪の旅へと
変容する。『オーレリア』が＜地獄下り＞に比せられた浄罪への物語りであ
り，＜記憶すべき事柄＞をネルヴァル独自の天堂篇と考えるならば，ダンテ
の『新生』からr神曲』へと移る同じ歩みがrオーレリア』の中にあること
に気が付くであろう。
　さらにこの見解を補うために，別の視点の導入によって次章から新たに論
を進めてゆくことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序
11）E．アウエルバッハ『ミメーシス』（篠田りl1村訳）筑摩書房，1966年，（阻ユ96
　　～7）
12）『ネルヴァル全集皿』（入沢康夫訳），筑摩書房，ユ975年，p．8。以下，ネルヴ
　　ァルの訳は，『ネルヴァル全集』全三巻から取った。なお本文の原文とぺ一ジ数はすべ
　　てPIeiade版Nerval　O趾vres　u974年による。（P1さiade　I．p．15五）
｛3）　　ibid．皿．　p．　5o　　（ibid．p，359）
｛4〕　ibid．　p．43　（ibid．　p．394）
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　王　章
｛5）　“raa　per　trat　ter　de　l　ben　ch’i　o　vi　trova　i，”　（I　nf．　I．8）
　　なお『神麹』は以下の判に従った。
　　DεmteAlighieri，Lo1）〃伽αCo榊榊θ励α　a　cura　di　Daniele　Mattaha，
　　Infemo，Purgatorio，Paradiso．Biblioteca　UniversaIe　Rizzo1i，1975．
　　また『新生』『神曲』の訳は，適時以下の書から引くか，私訳した。
　　『神曲』　平川祐弘訳，河出書房新社，昭和55年
　　『神曲』　寿岳文章訳，集英社，1980年
　　『ダンテ』　野上素一訳，筑摩書房，昭和48年
16〕『賢い血』（須山静夫訳）序言より，富山房，1952年
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(7) ~ T S :~ l, ;t y h~~~:J~~~4~ "~ ;lT" P 341 ~1~~/:b~¥-j~~~"~~'~~'^~i, ~{~~035~~ 
(8) ~ ~･)1/177)v~~:Ill ~ (~E~~1:~;~l) p . 5 
(9) :n;~~ ･)~:~7:/h'~r~:/~J (ii~~~tA ~:) ~i:~~1i~~:~~~k~~~.~~.~;~~~11 ~;~:l~f, p.386 
1973~# 
~~ 2 ~~ 
(la ~ ~7~i ~ (S~J1~-~R) , ibid . P . 335 !~~~CS~ Dante V~ ta nuova 
Garzanti , 1977 ~FSC J~ ~ . 
" In qtiella parte del libro de la mia memoria dinanzi a la 
quale poco si potrebbe leggere , si trova una rubrica la quale 
dice : Incipit vita nuova . " 
(11) " quando a li miei occhi apparve prima la gloriosa donna de 
la mia mente, Ia quale fu chiamata da molti Beatrice li quali 
non sapeano che si chiamare . " 
(1~ " questa mirabile donna apparve a me I in mezzo a due 
gentili donne ,... , e per la sua ineffabile cortesia ' ,..., ml 
salutoe molto virtuosamente , tanto che me parve allofa 
vedere tutti li termini de la beatitudine ." 
(1~ " Io fine del mio amore fue gi~ Io saluto di questa donna ,.. 
in quello dimorava, Ia beatitudine , ch~ era fine di tutti li 
miei desiderii . ( capitolo . 18 ) 
~4 "E pensando di lei , mi sopragiunse uno soave sonno, ne ~o 
quale m'apparve una maravigliosa visione ~ 
Appresso ci6 poco dimorava che la sua letizia si convertiain 
amarlsslmo planto ; e cosl piangendo , si ricogliea questa 
donna ne le sue braccia , e con essa mi parea che si ne gisse 
verso lo cielo :" ( capitolo . 3 ) 
(1~ ... s~ cominciai a piangere fra me stesso di tanto miseria 
Onde,sospirando forte, dicea fra me medesimo: <<Di necessitade 
convene che la gentilissima Beatrice alcuna volta si muoia. >> 
E per6 mi giunse uno si forte smarrimento , che chiusi Ei 
occhi e cominciai a travagliare s~ come farnetica persona ed 
a imaginare in questo modo : che ne lo incominciamento de lo 
errare che fece la mia fantasia , app rvero a me certi visi 
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蝸　『新生』において死の予兆は，ソネットの申にも歌われている。
　　　　　　のち　　　　その後意議から再また現実から議れてしまい，怒った女の顔を見た。それらが
　　　　私に陶かって、r汝は既なん，汝は既なんという」と言うのを闘いた。（中略）
　　　　色がう芭声の硬れた人が現われて言った。rいかに消息を知らぬのか，あの美し
　　　　い汝の淑女は死んだ」と。（第23章）
　　　ネルヴァルは，オーレリアの死の予兆の幻影に襲われた翌晩，突如とした幻覚の中
　で死が富分を襲う瞬闘まで一つの星を昆ていたいと患いながらその星を求めて歩き出す。
　その星で死後愛する女控と輯会するのだという確信に燃えながら。『新生』の中にも死
　によって愛する人との再会を待ち望み，琵を切望するソネットが箆られる。
　　　　死よ，汝を懐しく患う。汝は私の激女のなかにいたのだから。（中略）見よ，汝
　　　　のものとなろうと顯いつつまさしく汝に似た姿で来た私を。来たれ，我が心は汝
　　　　を待ち望んでいる。　（第23章）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　章
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　　その飽いくつかの例を浄罪篤から挙げておく・
　　嗣肘就8鰯｛o，騨鮒曲8鵬㏄lt姦，用（X脳．15）
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鍋　一
~~ ma desservi entro mi f~ assai fede 
la donna mia ch'i' vidi far pi~ bella . 
~4 ch~ Ia bellezza mia, che per 1~ scale 
dell'etterno palazzo pi~ s'accende , 
com'hai veduto , quanto piu si sale , 
~~ Cunizza fui chiamata , e qui refulgo 
perch~ mi vinse il lume d'esta stella 
~~ Qual ~ , I geom~tra che tutto s'affige 
per misurar lo cerchio , e non ritrova , 
pensando , quel principio ond'elli indige ; 
tal era io a quella vista nova : 
veder volea come si convenne 
l'imago al cerchio e come vi s'indova ; 
ma non eran da ci~ le proprie penne : 
se non che la mia mente fu percossa 
da un fulgore in che sua voglia venne 
~~ La gloria di colui che tutto move 
per l'universo penetra , e risplende 
in una parte pi~ e meno altrove 
~~ . . . , amor che 'l ciel governi , 
Quando la rota che tu sempiterni 
desiderato , a s~ mi fece atteso 
con l'armonia che temperi e discerni , 
~~ La provedenza , che cotanto assetta, 
del suo lume fa ' I ciel sempre quieto 
nel qual si volge quel c'ha maggior fretta ; 
~O Lo moto e la virt~ de' santi giri , 
da' beati motor convien che spiri ; 
(3D All'alta fantasia qui manc~ possa 
ma gi~ volgeva il mio disio e'l velle , 
sl come rota ch' igualmente ~ mossa , 
l'amor che move il sole e l'altre stelle 
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~~: 5 ~: 
~~ Voi non dovreste mai , se non per morte , Ia vostra donna , 
ch'~ morta , obliare . 
(3~ Allora cominciai a pensare di lei ; e ricodandomi di lei 
secondo l' ordine del tempo passato , Io mio cuore cominci~ 
doloros'amente a pentere de lo desiderio a cui s~ vilmente 
s'avea lasciato possedere alquanti die contra la costanzia 
de la ragione: 
~4 e qual ~ stata la mia vita , poscia che la mia donna and6 
nel secol novo , Iingua non ~ che dicer lo sapesse : e per6 , 
donne mie , pur ch'io volesse , non vi saprei io dir ben quel 
ch'io sono , s~ mi fa travagliar l'acerba vita ; 
~~ per ch'io a lui :<Se tu riduci a mente qual fosti meco , 
e qual io teco fui , ancor fia grave il memorar presente . 
･･･> Di quella vita mi volse costui che mi va innanzi, 
( Purgatorio XXIII 115 - 7 ) 
~~ W. B .4 ~4 'y, ~~~~~~',~)~;'~~~c~ r)~] cl)~t~~~~~~IC L~J p . 264 ~l~:flJ~?A2~, R~~D55f~ 
~~ che ogn'om par che mi dica : ~Io t'abbandon0> , veggendo ,la 
mia labbia tramortita . (Vita nuova , copitolo 31 ) 
(3~ piangendo dissi :<Le presenti cose col falso lor piacer 
volser miei passi , tosto che ' I vostro viso si nascose .> 
( Purgatorio , ~OOCI, 34 - 6 ) 
~9 Nel mezzo del cammln dl nostra vlta mi ritrovai per una 
selva oscura ch~ Ia diritta via era smarrlta (Inf 1 1-3) 
(40 ~ :/TIC~~L1~ ~~~,*'.~~~.~~~~)~~~L~)~L~f h t) -~ *IcJ~ 1)~~~~~:~~;~~)~~~~5~ , ' ~: 
7 h i) -~:*~~4~~,*'.~;~~: ~l~ C ~:I~ ~~,c~)~~lb~c~~~~~~~~~~~~~5 C ~}c{liit~=~t~-V¥ 
7~~~E~tF,~ . 
~~ ~;EEIIEi~IJ ~ ~1)/~rc~)~C~~~~PE~!*~!i.~~ p. 103. 200 . 
(convivio H. 2, IH3, Paradiso Vll , 64-78~}cC~Lt"･._j~~~~~~~~tL 
;~. ) E1~~(?~~~'~'~T~i~~~;A:~, R~I~D30fF 
(4~ Ne l' impetrare ispirazion mi valse , 
con le quali ed in sogno e altrimenti 
lo rivocai ; sl poco a lui ne calse ~ 
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忽4　Tanto　gi直cadde　che　t耐ti　argo狐eηをi
　　al1aSaiuteS阻aerangiきC0州，
　　fuor　che　mos　t　ra　r　h　　1e　perdu竜e　ge篶t　i．
　　Peτquesto　visitai　l’uscio　de㌻nort三，
　　e　a　co－ui　che　l’ha　qua　sり　condo　t　to，
　　塾i　pre墨hi　夏nie｛　Piangendo　furon　port量。
鯛　もしも彼が涙もこぼさず前非も悔いず，負い目も払わずにこのレーテの河牽渡り，こ
　の水を味わうことが許されるならば，神の尊い摂理は破られたことになりましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第30歌　工遂2～5）
鯛　例えば，mvitδrisponda　a1篶ovo　ce篶no　（i双f．WI。工玉5～6）などの
　ように。
岬シモーヌ画ヴユイユ，『神を待ち望む』春秋社，豆978年葭論文「はっきり意識さ
　れない神への愛の諸形態」　大木健訳，p。工16
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